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●おいらせ町議会だより ２

　

平
成
二
十
一
年
第
三
回
定
例
会

は
、
九
月
四
日
か
ら
九
日
ま
で
の

六
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
定
住

自
立
圏
形
成
協
定
の
締
結
、
健
全

化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率

の
報
告
、
百
石
中
学
校
改
築
事
業

工
事
請
負
契
約
の
締
結
、
平
成

二
十
一
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別

会
計
の
補
正
予
算
、
平
成
二
十
年

度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
決

算
認
定
な
ど
、
報
告
二
件
、
議
案

二
十
三
件
、
認
定
十
一
件
が
上
程

さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り

可
決
・
認
定
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
に
は
、
三
人
の
議
員

が
登
壇
し
、
町
当
局
の
所
見
を
求

め
ま
し
た
。

平成21年　第３回定例会

八戸市との間に、都市機能及び生活機能の確保・充実を図り
　経済基盤の整備を促進することにより、魅力あふれる定住自立圏を形成する

◆
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
の
締
結

　

八
戸
市
と
の
間
に
、
都
市
機
能

及
び
生
活
機
能
の
確
保
・
充
実
を

図
り
経
済
基
盤
の
整
備
を
促
進
す

る
こ
と
に
よ
り
、
魅
力
あ
ふ
れ
る

定
住
自
立
圏
を
形
成
す
る
も
の
で

す
。

【
主
な
取
組
み
の
内
容
】　

①　

八
戸
市
立
市
民
病
院
に
ド
ク

タ
ー
カ
ー
を
導
入
す
る
。

②　

八
戸
市
立
市
民
病
院
に
設
置

さ
れ
て
い
る
地
域
周
産
期
母
子

医
療
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
ハ
イ

リ
ス
ク
妊
婦
及
び
ハ
イ
リ
ス
ク

新
生
児
の
受
入
体
制
を
整
備
す

る
。

③　

八
戸
市
が
実
施
し
て
い
る
各

種
子
育
て
支
援
事
業
の
対
象
区

域
を
拡
大
し
、
圏
域
全
体
と
す

る
。

④　

農
業
体
験
情
報
、
援
農
情
報
、

栽
培
技
術
情
報
及
び
農
地
情
報

を
相
互
に
提
供
し
合
う
。

⑤　

各
種
講
座
等
の
開
催
情
報
を

相
互
に
提
供
し
合
う
。

⑥　

公
共
交
通
の
維
持
、
確
保
を

図
る
。

主
な
議
案
の
内
容

◆
国
民
健
康
保
険
条
例
の
改
正

　

健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
本
年
十
月
一
日
か
ら

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
の
暫
定
的
な
措
置
と
し
て
出
産

育
児
一
時
金
を
四
万
円
引
き
上
げ

す
る
も
の
で
す
。

（
三
十
五
万
円
を
三
十
九
万
円
と

す
る
。）

平成21年第３回定例会（９月４日～９日）

⑦　

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
ゼ
ロ
地
域

等
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
等
の
イ
ン

フ
ラ
の
整
備
を
行
う
。

◆
平
成
二
十
年
度
健
全
化
判
断
比

　

率
及
び
資
金
不
足
比
率
の
報
告

　

町
の
健
全
化
判
断
比
率
の
四
項

目
及
び
資
金
不
足
比
率
は
い
ず
れ

も
良
好
で
あ
る
と
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

健 全 化 判 断 比 率 早期健全化基準 備　　考

実 質 赤 字 比 率 黒　字 14.41％ 黒字  1.80％

連結実質赤字比率 黒　字 19.41％ 黒字17.16％

実 質 公 債 費 比 率 19.4％ 25.0％ 基準値以内

将 来 負 担 比 率 175.9％ 350.0％ 基準値以内

平成20年度健全化判断比率　（基準値より低いと良好な状態）

平成20年度資金不足比率　（基準値より低いと良好な状態）

対　象　会　計 資金不足率 経営健全化基準 備　　考

病 院 事 業 会 計 黒　字 20.0％
資金不足に

至らず良好
公共下水道事業特別会計 黒　字 20.0％

農業集落排水事業特別会計 黒　字 20.0％



●おいらせ町議会だより３

会 　 計 補 正 前 補 正 額 補 正 後 補 正 の 主 な も の

一 　 　 般 9,860,618 329,881 10,190,499

一般廃棄物焼却施設解体工事費　　　　　　39,900
地域雇用創出推進基金積立金　　　　　　　99,550
町道整備工事費　　　　　　　　　　　　△11,800
町道舗装補修工事費　　　　　　　　　　　83,000
公共下水道事業特別会計繰出金　　　　　△15,317
全国瞬時警報システム整備工事費　　　　　 8,600

国 　 　 保 2,607,070 47,713 2,654,783
国保診療報酬給付費　　　　　　　　　　　13,500
国保後期高齢者支援金　　　　　　　　　　12,617
療養給付費交付金返還金　　　　　　　　　15,080

老 人 保 健 10,180 5,031 15,211 国庫返還金　　　　　　　　　　　　　　　 3,053
奨 学 資 金 18,253 △2,771 15,482 奨学資金貸付金　　　　　　　　　　　　 △3,180

公 共 下 水 1,206,802 6,879 1,213,681
町債償還元金　　　　　　　　　　　　　　 9,596
町債償還利子　　　　　　　　　　　　　 △3,874

集 落 排 水 104,487 440 104,927 農業集落排水維持適正化事業費負担金　　　　 440

介 護 保 険 1,594,033 56,710 1,650,743
介護予防サービス等給付費　　　　　　　　10,635
高額介護サービス等給付費　　　　　　　　11,973

霊 園 事 業 14,295 0 14,295
公 共 用 地 47,650 0 47,650
後 期 高 齢 135,633 △6,338 129,295 後期高齢者医療広域連合納付金　　　　　  △6,716
病 院 事 業 1,338,248 5,524 1,343,772 医療機器等購入費　　　　　　　　　　　　  5,524
総 　 計 16,937,269 443,069 17,380,338

◆
百
石
中
学
校
改
築
事
業
建
築
工

事
請
負
契
約
の
締
結

・
契
約
金
額

　

九
億
六
千
七
十
五
万
円

・
契
約
の
相
手
方

　

株
式
会
社　

柏
崎
組

◆
百
石
中
学
校
改
築
事
業
電
気
設

備
工
事
（
強
電
設
備
）
請
負
契

約
の
締
結

・
契
約
金
額

　

九
千
三
百
二
十
四
万
円

・
契
約
の
相
手
方

　

興
陽
電
設　

株
式
会
社

◆
百
石
中
学
校
改
築
事
業
機
械
設

備
工
事
（
給
排
水
衛
生
設
備
）

請
負
契
約
の
締
結

・
契
約
金
額

　

六
千
三
百
五
十
二
万
五
千
円

・
契
約
の
相
手
方

　

有
限
会
社　

松
本
水
道

◆
百
石
中
学
校
改
築
事
業
機
械
設

備
工
事
（
空
調
換
気
設
備
）
請

負
契
約
の
締
結

・
契
約
金
額

　

五
千
五
百
五
十
四
万
五
千
円

・
契
約
の
相
手
方

　

株
式
会
社　

北
奥
設
備

２１年度補正予算の内容２１年度補正予算の内容（21年９月補正）

平成20年度一般会計と特別会計決算を認定平成20年度一般会計と特別会計決算を認定
　　　　　　　　　　　　     　　　　　　　　　　　　     決算特別委員会

（単位：千円）

決
算
特
別
委
員
会
の

　

議
事
の
進
行
を
務
め
る

　
　
　
　

沼
端  

務 

委
員
長

　

九
月
八
日
、
九
日
の
二
日
間
、

議
員
全
員
で
構
成
す
る
決
算
特
別

委
員
会
（
沼
端 

務 

委
員
長)

が

開
か
れ
、
お
い
ら
せ
町
の
一
般
会

計
、
特
別
会
計
歳
入
歳
出
の
各
決

算
を
審
査
し
ま
し
た
。

　

各
決
算
に
つ
い
て
、
委
員
と
町

当
局
と
の
活
発
な
質
疑
・
応
答
が

行
わ
れ
た
結
果
、
い
ず
れ
も
認
定

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
、
九
月
九

日
の
本
会
議
に
お
い
て
沼
端
委
員

長
が
報
告
し
ま
し
た
。
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産
業
民
生
常
任
委
員
会
調
査
報
告

　

平
成
二
十
一
年
八
月
二
十
一
日
、

産
業
民
生
常
任
委
員
会
（
西
館
芳

信 

委
員
長
）
を
開
催
し
、
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

　

町
農
林
水
産
課
の
立
ち
会
い
の

も
と
、
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
百

石
漁
港
整
備
事
業
の
進
捗
状
況
及

び
計
画
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

担
当
課
か
ら
は
「
平
成
十
二
年

度
か
ら
平
成
二
十
二
年
度
の
全
体

事
業
と
し
て
、
四
十
三
億
五
千
万

円
（
国
が
十
分
の
五
、
県
が
十
分

の
四
、
町
が
十
分
の
一
の
負
担
割

合
）
の
見
込
み
で
、
二
十
二
年
四

月
か
ら
一
部
供
用
開
始
と
な

る
。
」
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
町
へ
の
移
管
、

維
持
管
理
等
の
質
問
が
あ
り
、
町

の
負
担
を
心
配
す
る
声
と
水
産
振

興
に
期
待
す
る
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
一
年
九
月
十
五
日
、

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

町
企
画
課
、
地
域
整
備
課
の
立

ち
会
い
の
も
と
、
整
備
計
画
の
説

明
を
受
け
、
現
地
調
査
を
行
い
ま

し
た
。

　

担
当
課
か
ら
は
「
現
在
、
整
備

計
画
の
見
直
し
を
検
討
し
て
い

る
。
」
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
箱
物
は
中
止
し
、

金
を
か
け
ず
、
景
観
を
優
先
す
る

計
画
へ
変
更
し
た
ほ
う
が
良
い
と

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

百石漁港整備の状況

縄文（ふるさと）の森の現地調査

百石漁港の現地調査

（単位：円）

平成20年度　各会計の歳入歳出決算状況平成20年度　各会計の歳入歳出決算状況
会 　 　 計 　 　 別 歳  入  総  額 歳  出  総  額 差  引  額
一 　 　 般 　 　 会 　 　 計 9,616,623,372 9,363,930,870 252,692,502

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 2,647,889,734 2,623,301,356 24,588,378
老 人 保 健 特 別 会 計 194,553,187 189,526,519 5,026,668
奨 学 資 金 貸 付 事 業 特 別 会 計 19,567,020 19,384,320 182,700
公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 1,328,558,725 1,320,775,351 7,783,374
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 106,528,910 104,134,922 2,393,988
介 護 保 険 特 別 会 計 1,661,628,842 1,627,571,846 34,056,996
霊 園 事 業 特 別 会 計 13,549,734 13,536,978 12,756
公 共 用 地 取 得 事 業 特 別 会 計 47,778,905 46,931,213 847,692
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 125,743,587 125,007,471 736,116

公 営 企 業
会 計

病 院 事 業
会 計

収益的収支 973,048,294 926,154,795 46,893,499
資本的収支 68,339,000 153,234,400 ▲84,895,400

合　　　　　計 16,803,809,310 16,513,490,041 290,319,269

百
石
地
区
地
域
水
産
物
供
給

基
盤
整
備
事
業
に
つ
い
て

「
縄
文(

ふ
る
さ
と)

の
森
」

整
備
計
画
予
定
地
の
現
状
と

利
用
計
画
に
つ
い
て
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一 
般 

質 

問
西 館 芳 信　議員

質
問　

三
沢
基
地
の
軍
人
、
軍
属

用
の
ハ
ウ
ス
が
当
町
に
も
、
相
当

数
、
建
築
さ
れ
た
が
、
居
住
者
の

現
状
を
含
め
、
町
と
の
関
わ
り
の

観
点
か
ら
、
そ
の
実
態
を
問
う
。

⑴　

ハ
ウ
ス
の
実
態
把
握
は
？

①　

把
握
し
て
い
る
町
内
の
外
人

ハ
ウ
ス
、
居
住
者
の
数
は
？

②　

相
当
数
の
ハ
ウ
ス
が
存
在
す

る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
は
？
（
例
え
ば
、
都
市

計
画
施
策
の
推
進
上
、
税
収
上
、

あ
る
い
は
防
犯
上
等
）

⑵　

居
住
者
と
行
政
（
町
）
、
町

民
の
関
わ
り
に
つ
い
て

①　

特
別
な
身
分
で
業
務
も
機
密

性
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

町
民
は
も
ち
ろ
ん
、
一
般
の
外

国
人
と
比
較
し
て
も
、
普
通
に

地
域
居
住
者
と
し
て
処
遇
す
る

こ
と
に
は
難
し
い
も
の
が
あ
る

と
思
う
。

　

こ
れ
ま
で
の
経
験
上
、
い
か

が
か
？

②　

近
隣
の
一
般
住
民
と
の
調
和
、

防
災
、
防
犯
上
等
の
観
点
か
ら
、

こ
れ
ま
で
の
行
政
指
導
は
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
て
き
た
の
か
？

　

今
後
の
方
針
を
含
め
て
問
う
。

外
人
ハ
ウ
ス
の

　
　

実
態
等
に
つ
い
て

廃
棄
物
の
処
理
、

 

と
り
わ
け
リ
サ
イ
ク
ル

　
　

の
取
組
に
つ
い
て

町内に752戸ある外人ハウス

答
弁　

本
年
三
月
三
十

一
日
現
在
、
町
内
に
は

七
百
五
十
二
戸
の
外
人

ハ
ウ
ス
が
あ
り
、
居
住

者
数
は
軍
人
・
軍
属
が

六
百
五
十
三
人
、
そ
の

家
族
が
七
百
二
十
一
人
、

計
千
三
百
七
十
四
人
と

な
っ
て
い
る
。

　

税
収
上
で
は
本
年
度
、

基
地
対
策
関
係
の
交
付

税
と
し
て
、
九
千
二
百

二
十
八
万
四
千
円
が
見

込
ま
れ
、
固
定
資
産
税

効
果
は
三
千
万
程
度
だ
。

　

一
方
、
日
常
生
活
面

か
ら
見
る
と
三
沢
警
察
署
管
内
の

外
国
人
に
よ
る
交
通
事
故
発
生
件

数
は
、
平
成
二
十
年
は
二
百
六
十

件
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
米
軍
人

等
の
基
地
外
居
住
が
も
た
ら
す
経

済
産
業
へ
の
効
果
は
大
き
い
も
の

が
あ
る
反
面
、
一
方
で
は
、
交
通

事
故
が
増
加
傾
向
に
あ
る
等
、
町

民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
立
場
に

あ
る
町
と
し
て
は
危
惧
し
て
い
る

と
こ
ろ
だ
。

　

し
か
し
、
日
米
地
位
協
定
に
よ

り
、
米
軍
の
治
外
法
権
が
か
な
り

の
範
囲
で
認
め
ら
れ
て
い
る
た
め

一
般
住
民
と
同
様
な
行
政
の
適
用

に
は
大
き
な
壁
が
あ
る
こ
と
は
確

か
な
の
で
、
今
後
、
米
軍
、
三
沢

警
察
署
、
東
北
防
衛
局
三
沢
防
衛

事
務
所
な
ど
、
関
係
団
体
と
連
携

し
、
町
民
の
生
命
、
財
産
と
人
権

を
守
り
、
米
軍
人
と
の
共
存
共
栄

が
図
ら
れ
る
取
組
を
実
践
し
て
い

き
た
い
。

の
構
築
は
？

　

最
新
の
技
術
は
泥
が
つ
い
た

ま
ま
で
の
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
等
の

油
化
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
や
、
家
庭
か
ら
出
る

廃
油
等
の
リ
サ
イ
ク
ル
拠
点
を

農
協
、
商
工
会
、
町
内
会
等
と

共
同
し
て
で
も
い
い
か
ら
、
町

に
構
築
し
、
稼
動
さ
せ
る
気
は

な
い
か
？

答
弁　

一
般
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、

町
環
境
美
化
行
動
計
画
の
十
六
の

基
本
施
策
に
基
づ
き
取
組
ん
で
お

り
、
平
成
二
十
年
度
の
排
出
量
は

七
千
八
百
二
十
六
ト
ン
、
う
ち
、

資
源
化
量
は
千
五
十
七
ト
ン
で
リ

サ
イ
ク
ル
率
十
三
、
二
％
で
全
国

の
十
九
、
六
％
は
下
回
っ
て
い
る

も
の
の
、
県
の
平
均
値
に
あ
る
の

で
、
町
総
合
計
画
の
目
標
年
次
の

平
成
二
十
五
年
度
ま
で
に
は
目
標

の
十
六
、
二
％
を
達
し
た
い
。

　

二
点
目
に
つ
い
て
は
、
確
か
に

全
国
の
一
部
自
治
体
に
は
家
庭
の

廃
油
を
加
工
し
て
、
公
用
車
の
燃

料
に
す
る
等
、
取
組
を
見
せ
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
維
持
管
理

や
処
理
コ
ス
ト
等
の
問
題
が
あ
る

の
で
、
町
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ

ン
策
定
委
員
会
で
調
査
・
研
究
を

し
て
い
き
た
い
。

質
問　

牧
歌
的
風
情
が
色
濃
く
、

他
に
誇
れ
る
当
町
の
大
地
で
あ
る

が
、
よ
く
見
る
と
、
田
畑
に
は
廃

ビ
ニ
ー
ル
や
空
き
缶
、
海
浜
に
は

漂
着
プ
ラ
等
が
散
乱
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
農
業
委
員
会

農
水
課
等
が
適
宜
、
対
策
を
講
じ

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
時
代

は
処
理
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
へ
、
そ

れ
も
行
政
が
範
を
示
す
時
へ
来
て

い
る
。
次
の
二
点
を
問
う
。

⑴　

町
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
組

は
？

①　

家
庭
、
事
業
所
等
、
全
て
の

産
廃
物
等
に
対
す
る
こ
れ
ま
で

の
取
組
実
績
と
今
後
の
施
策

は
？

②　

町
内
へ
の
リ
サ
イ
ク
ル
拠
点

館 芳 信 議員
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一 
般 

質 

問
馬 場 正 治　議員

質
問　

①　

現
在
運
行
さ
れ
て
い

る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
停
車
地
点

お
よ
び
定
員
に
対
す
る
乗
車
率

は
？

②　

運
行
経
路
や
停
車
地
点
に
つ

い
て
こ
れ
ま
で
の
見
直
し
は
？

③　

運
行
経
路
周
辺
に
住
む
児
童

生
徒
の
保
護
者
の
希
望
に
よ
り

運
行
経
路
や
停
車
地
点
を
見
直

す
と
と
も
に
、
席
に
余
裕
が
あ

れ
ば
遠
距
離
と
低
学
年
を
優
先

し
て
バ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う

利
用
基
準
を
緩
和
す
る
考
え

は
？

質
問　

国
の
経
済
危
機
対
策
に
盛

り
込
ま
れ
た
「
ス
ク
ー
ル
・

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
構
想
」
に
よ
れ

ば
、
公
立
学
校
へ
の
太
陽
光
発
電

や
節
水
型
ト
イ
レ
、
省
エ
ネ
機
器

導
入
に
よ
る
エ
コ
改
修
に
つ
い
て
、

事
業
費
の
九
十
三
〜
九
十
五
％
以

上
を
国
が
負
担
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
方
公
共
団
体
の
実
質
的
負
担
が

二
・
五
〜
三
・
三
五
％
ま
で
軽
減

さ
れ
る
と
し
て
い
る
が
当
町
の
取

組
は
？

④　

利
用
基
準
緩
和
に
よ
り
利
用

者
を
増
や
し
て
自
家
用
車
送
迎

に
よ
る
学
校
周
辺
の
交
通
混
雑

解
消
を
図
る
こ
と
や
、
部
活
動

帰
り
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
利
用

で
き
る
よ
う
に
検
討
で
き
な
い

か
？

答
弁　

①　

運
行
コ
ー
ス
、
停
車

地
点
、
乗
車
率
は
下
表
の
と
お

り
。

②　

こ
れ
ま
で
の
見
直
し
は
、
豊

栄
地
区
の
停
車
地
点
を
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
前
に
移
し
て

い
る
。

③　

運
行
経
路
に
つ
い
て
は
、
交

通
状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
学
校

側
と
も
協
議
し
て
設
定
し
て
い

き
た
い
。
利
用
基
準
の
緩
和
に

つ
い
て
は
、
空
席
が
あ
る
か
ら

と
利
用
さ
せ
た
場
合
、
冬
季
間

は
現
在
で
も
満
席
な
の
で
混
乱

が
予
想
さ
れ
、
基
準
が
あ
い
ま

い
に
な
る
た
め
対
応
が
難
し
い
。

④　

学
校
で
は
体
力
向
上
の
た
め

に
も
通
学
は
徒
歩
で
と
お
願
い

を
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
こ

こ
数
年
は
自
家
用
車
で
の
送
迎

が
減
っ
て
き
て
い
る
よ
う
だ
。

　

中
学
校
の
部
活
動
終
了
後
の

バ
ス
に
よ
る
下
校
に
つ
い
て
は

各
校
の
実
態
を
調
査
し
検
討
し

た
い
。

豊栄コミュニティセンター前の
　　　　　　　　　　通学バス利用風景

19KWの太陽光発電が予定されている木内々小

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
利
用
の

　

実
態
と
利
用
基
準
の

　
　
　

緩
和
に
つ
い
て

通学バスの運行経路／停車地点／乗車率／関連費用

ス
ク
ー
ル
・
ニ
ュ
ー

 

デ
ィ
ー
ル
構
想
へ
の

　

 

取
組
に
つ
い
て

答
弁　

木
内
々
小
学
校
の

耐
震
化
と
合
わ
せ
て
、
発

電
量
が
十
九
キ
ロ
ワ
ッ
ト

程
度
の
太
陽
光
発
電
導
入

に
取
組
ん
で
お
り
、
ほ
か

に
町
内
全
校
に
電
子
黒
板

と
校
務
用
、
学
習
活
動
用

の
パ
ソ
コ
ン
配
置
を
進
め

て
い
る
。

　

エ
コ
ト
イ
レ
の
導
入
に

つ
い
て
は
既
に
募
集
が
終

わ
っ
て
お
り
今
回
の
補
助

事
業
は
活
用
で
き
な
い
が
、

こ
れ
か
ら
は
考
え
て
い
き

た
い
。

馬 場 治 議員
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一 
般 

質 

問
沼  端 　 　 務　議員

質
問　

お
い
ら
せ
町
誕
生
か
ら
三

年
六
ヶ
月
、
町
政
運
営
の
評
価
と

今
後
の
課
題
、
ま
た
、
来
春
の
三

月
任
期
を
迎
え
る
が
、
出
馬
の
意

思
に
つ
い
て
、
お
伺
い
い
た
し
ま

す
。

答
弁　

平
成
十
八
年
三
月
、
新
町

建
設
計
画
策
定
の
責
任
者
と
し
て

実
行
と
実
現
を
果
た
す
べ
く
、
多

く
の
町
民
か
ら
の
ご
信
任
を
い
た

だ
き
、
町
政
の
か
じ
取
り
を
務
め

る
こ
と
に
な
り
、
行
政
の
究
極
の

目
標
で
あ
り
ま
す
『
町
民
の
幸

せ
』
を
願
い
、
一
日
一
生
の
思
い

で
最
善
を
尽
く
し
、
日
々
全
身
全

質
問　

「
全
国
学
力
テ
ス
ト
」
の

活
用
方
法
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま

す
。

答
弁　

学
校
に
お
い
て
は
、
結
果

の
分
析
を
行
い
、
明
ら
か
に
な
っ

霊
を
注
い
で
三
年
六
ヶ
月
の
間
、

町
行
政
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

そ
の
実
績
の
一
端
と
し
て
は
、

「
行
財
政
改
革
の
継
続
と
強
化
」、

「
自
治
基
本
条
例
の
制
定
等
住
民

の
目
線
に
立
っ
た
行
政
の
推
進
」、

「
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
検

討
」、「
職
員
の
意
識
改
革
に
よ
る

行
政
の
効
率
化
」、「
消
防
・
防
犯

の
さ
ら
な
る
整
備
充
実
」、「
学
校

教
育
施
設
の
整
備
充
実
及
び
奨
学

資
金
の
拡
充
等
あ
す
を
担
う
人
材

の
育
成
」、「
橋
梁
の
年
次
補
修
計

画
」、「
下
水
道
の
整
備
拡
充
と
公

園
・
緑
地
等
住
環
境
の
整
備
」、「
土

地
利
用
の
見
直
し
」、「
保
健
・
医

療
・
福
祉
の
充
実
」、「
企
業
誘
致

に
よ
る
町
の
活
性
化
と
雇
用
促

進
」、
以
上
、
こ
れ
ま
で
の
主
な

実
績
で
あ
り
ま
す
。

　

町
長
と
し
て
任
期
も
残
す
と
こ

ろ
半
年
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
施
策
や
町
政
発

展
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
一

定
の
成
果
と
評
価
し
つ
つ
も
、
課

題
も
山
積
し
て
い
る
と
認
識
を
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
る

公
平
・
公
正
な
町
政
運
営
と
と
も

に
、
町
民
の
皆
様
と
の
協
働
の
取

り
組
み
に
よ
る
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
、
町
長
と
し
て
の
こ

整備計画が検討されている学校給食センター
の外観（上）と調理室（下）

政
治
姿
勢
に
つ
い
て

教
育
環
境
に
つ
い
て

た
課
題
を
授
業
改
善

に
取
り
組
ん
で
、
児

童
生
徒
の
学
習
状
況

改
善
、
個
に
応
じ
た

指
導
等
を
実
施
し
、

さ
ら
に
、
教
員
に
よ

る
校
内
研
究
会
を
継

続
的
に
開
催
し
、
教

員
み
ず
か
ら
の
授
業

向
上
を
図
っ
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
生
徒

の
生
活
行
動
様
式
と

学
力
と
の
相
関
関
係

を
洗
い
出
し
、
家
庭

連
携
の
も
と
生
活
指

導
に
も
活
用
さ
れ
て

れ
ま
で
培
っ
て
き
た
経
験
を
生
か

し
、
お
い
ら
せ
丸
の
か
じ
取
り
役

に
挑
戦
す
る
べ
く
、
固
い
決
意
を

も
っ
て
出
馬
に
臨
む
考
え
で
あ
り

ま
す
。

お
り
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
資
料

の
作
成
、
教
員
研
修
会
実
施
、
校

長
面
談
等
を
通
し
て
指
導
改
善
に

活
用
し
て
お
り
ま
す
。

質
問　

学
校
給
食
の
今
後
に
つ
い

て
、
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

答
弁　

教
育
委
員
会
や
町
で
協
議

を
進
め
、
セ
ン
タ
ー
方
式
を
確
認

し
、
平
成
二
十
年
度
の
所
信
表
明

で
明
ら
か
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
整
備
計

画
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
五
年

度
に
実
施
設
計
を
行
い
、
二
十
六

年
度
に
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事

を
行
う
こ
と
で
計
画
を
進
め
て
お

り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
財
源
と
し
て

は
、
合
併
補
助
金
及
び
合
併
特
例

債
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
運
営

方
法
や
建
設
場
所
に
つ
い
て
は
、

ま
だ
未
定
で
あ
り
、
具
体
的
に
は

こ
れ
か
ら
検
討
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

沼 端 務 議員
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？ ？

平成２１年９月に完成した二川目旧県道

　

こ
れ
ま
で
定
例
会
で
行
わ
れ
て
い
る
一
般
質
問
の
中
か
ら
、
今
回
は

平
成
二
十
年
九
月
議
会
で
議
員
が
質
問
し
た
二
川
目
旧
県
道
拡
幅
に
つ

い
て
経
過
を
調
査
し
ま
し
た
。

　二川目町内稲荷団地、二川目北団地を結ぶ旧県
道約300ｍの道路幅が非常に狭く、交通に支障が
あります。整備の考えを伺います。

　「生活関連道路整備計画」にも整備路線として
位置づけています。今後、本計画に基づき、地域
住民の協力を得ながら、産業民生常任委員会と相
談し、路線決定し、整備を進める考えです。

　平成21年９月、二川目旧県道（町道黒坂・三
沢線）の拡幅工事が完成しました。

質問

答弁

経過

　

二
十
年
度
の
決
算
を
認
定
す
る
九
月
定
例
議
会

も
活
発
な
質
疑
や
提
言
で
時
間
延
長
し
な
が
ら
終

了
し
た
。
自
主
財
源
の
確
保
が
厳
し
い
中
、
年
々

増
加
す
る
各
種
税
や
使
用
料
等
の
未
払
い
が
目
立

つ
。
納
税
や
支
払
い
の
義
務
を
果
せ
な
い
と
い
う

こ
と
は
、
国
の
政
策
に
問
題
が
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
…
。
去
る
九
月
十
六
日
「
民
主
党
政
権
」
が
発

足
し
、
日
本
の
政
治
に
と
っ
て
歴
史
的
な
政
権
交

代
と
な
っ
た
。
政
策
等
の
見
直
し
に
よ
っ
て
今
後
、

私
達
の
暮
ら
し
や
、
社
会
全
体
に
、
ど
の
よ
う
な

影
響
が
出
る
の
か
期
待
と
不
安
が
交
錯
す
る
の
は

私
だ
け
で
は
な
い
の
で
は
と
思
っ
て
い
る
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
が
拡
大
、
油
断

せ
ず
、
一
人
ひ
と
り
が
「
自
分
は
う
つ
ら
な
い
。｣

「
か
か
っ
た
ら
他
人
に
う
つ
さ
な
い
。｣

と
い
う
気

持
で
対
処
す
る
こ
と
が
大
切
。
政
権
公
約
の
実
現

と
共
に
、
す
べ
て
が
良
い
方
向
へ
と
願
っ
て
い
る
。

　

議
会
広
報
編
集
委
員　

種
市　

恭
子　

記

　

十
二
月
四
日
（
金
）
開
会
予
定

　

（
日
程
は
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
）

　

会
場
は
本
庁
舎
三
階
の
議
場
で
、
開
始
時
間

は
原
則
十
時
か
ら
で
す
。

●
問
合
せ　

　

議
会
事
務
局
（
本
庁
舎
三
階
）

　

電
話　

〇
一
七
八
―
五
六
―
二
一
一
二

８

第
四
回
定
例
会
の
お
知
ら
せ


